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ハイレベル・サミット

安全・健康・ウェルビーイング専門家の世界大会

国際シンポジウム

ILO ユースコングレス

国際的な労働安全衛生組織の上級代表者、CEO、労働安全衛生管理者が、安全、

健康、幸福の重要性について意見を交換します。

仕事の未来、職場のリスク、職業に関するワークショップ、および将来の社会

における SHW の役割に関する全体会議。

国際的な SHW 戦略とプログラムに関する政策セッション、および企業レベルで

の実践セッション。

若い世代が、職場における「安全・健康・ウェルビーイング」について考え、

全ての⼈が健康で安全に働く権利を有することを知り、⾏動を促進する。

魅力的なデモンストレーションやパフォーマンスを通じて、ウェルビーイングテ

クノロジーが形作る未来社会をEXPOの観客に紹介します。

INTEX で開催される展示会では、職場でのリスクを防止し、健康と幸福を促進す

る革新的なコンセプトと最先端のテクノロジーが紹介されます。

このフォーラムでは、国際標準化がどのようにして先進技術をOSHマネジメン

トシステムに効果的に統合することをサポートできるかを検討します。

フェスティバル

展示会

国際標準化フォーラム

世界クラスの７つのプログラム

GISHW : 未来への贈り物 ８０億人の安全・健康・ウェルビーイング

この中で我々が推進中の2テーマ

「人と機械の協調安全、新時代のモノづくり」

「建設の新時代を切り拓く革新技術」

について紹介

GISHW国際シンポジウムで
60を超えるセッションを開催



人と機械の協調安全、新時代モノづくりの
ウェルビーイングへのアプローチを
エキスパート47名が語る！

新たな時代の安全、

協調安全

人間計測、

人間拡張

行動分析、

デジタルヒューマン

人と機械の

協調技術

包括的アプローチ
事例

人口減少、

人機械協調
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モノづくりの６セッションを日-独連携開催
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協調安全の産業応用～モノづくり委員会

・共創活動の考え方と紹介

・協働・協調アプリケーションを支えるロボット

・協調安全のしくみと標準化

・支えるデータプラットファーム

・エンドユーザでの協調安全取り組み

欧州でのウェルビーイングの考え方

日独連携の新しいモノづくり

新たな時代の安全、協調安全➀



人間計測・人間拡張でウェルビーイング経営を支援する

ユーザの使いやすさに視点をあてたシステム

産業現場における計測技術とQoW評価

ロボットを使ったリモートワーキング

ウェルビーイングを推進するしくみと考え方

日本の健康・ウェルビーイング動向

全員参加型の企業活動とその風土

AIの安全品質マネージメント

➁



人間中心のウェルビーイング・テック～行動分析からデジタルヒューマンまで

エルゴ・リスクアセスメント手法の紹介

行動分析学からのウェルビーイング

アシストスーツ～軽労化の考え方

デジタルヒューマン技術と人ロボット協調

製造業でのウェルビーイング向上

建設機械でのウェルビーイング向上

道路工事現場での生産性とウェルビーイング

➂



ウェルビーイングに向けた人機械協調技術

AIを活用した安全～丸鋸テーブルへの応用

ロボット政策を通してのウェルビーイング

転倒災害防止に向けたデータとAI活用

サージカルロボット開発とその活用状況

産業とソーシャル領域での人協調ロボティクス

➃



協調安全の実現 モノづくり企業における包括的（ホリスティック）アプローチ

組織管理と心理的安全な職場構築

セキュリティに関する新たな通信手段

市場監視活動の企業やヒトへの影響

機械安全の無効化を防ぐ包括的手段

未来技術と工場・人との関係

Safety2.0プライベート認証と要員認証

AIマネジメントシステムの適合性評価

➄



人口減少に備える社会における人機械協調

自動運転における安全

医療におけるAIとその考え方

ヘルスケアでのアプローチ

BHQの実践的な活用

コモングランドの概念

サービスロボットの安全確保

ソーシャルロボットと安全

コモングランドと国際標準化

⑥
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高度な連携

人
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モノづくり

物流

農業・林業

建設・土木

医療・介護

調理・飲食

技術と運用
（人・仕組み・マネージマント）

https://www8.cao.
go.jp/cstp/society
5_0/society5_0.pdf

新たな時代の安全、

協調安全

➀
人間計測、

人間拡張

行動分析、

デジタルヒューマン

➁
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人と機械の

協調技術➃ 包括的アプローチ
事例➄

人口減少、

人機械協調⑥
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